
令和７年度 英語教育推進事業（岐阜地区） 瑞穂市立生津小学校

掲載資料 ① 研究構想 ② 学習到達目標 ③ 全学年・全学級の本時の展開案

主張点❶
目指す姿を明確にした学習到達目標の設定と単元指導計画の改善

主張点❷
自分の考えや気持ちを伝え合う言語活動の充実

目指す姿を明確にした学習到達目標を基に、言語活動の充実を図っています！

コミュニケーション能力を高め、自他の伸びや変容を実感する児童の育成
～目的や場面、状況等を明確にした言語活動を通して～

〇 各学年の学習到達目標を見直し、単元の目標、教材観、児童観等を構造的に指導計画に示すことで、目指す児童の姿に向かって一貫性をもって指導に当たる
ことができた。

〇 目的、場面、状況を明確にした言語活動を充実させることで、児童自身が単位時間や単元の終末の姿に向かって、仲間と意欲的にコミュニケーションを図ること
ができた。

● 評価規準に合った中間コメントや指導の中身をより練っていく必要がある。

目指す姿を明確にした学習到
達目標に基づき、単元の目標
を設定します。単元で「記録
に残す評価」の規準を具体的
に描くことで、教師も児童も
単元を通して何ができればよ
いかを意識しながら毎時間歩
むことができました。

「導入の場面において」
・HRTとALTのやり取りを見て、本時にコミュニケーショ
ンを行う目的や場面、状況等を理解した。

になっていないか（言語面）の指導を適宜した。

「活動→指導→活動→指導…の場面では」
〇「活動の場面」
条件に合った料理を考えながら注文する姿が見られた。
〇「指導の場面」
本当にホームパーティーの参加者に合う料理や飲み物に
なっているか（内容面）、丁寧な注文の英語表現が曖昧
になっていないか（言語面）の指導を適宜した。


















































































































